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　小学校教員は，自身の専門分野だけでなく全教科を指導しなければならない。ところが保健学習の内容とその指導
については，大学では保健科の授業の領域であり，担当教員の多くは大学でこの授業を選択しておらず，学んでいな
い内容，また，性に関する分野も含まれており，多感な時期に差し掛かる児童に性の内容を教えることにやりづらさ
を感じている教員が多いと考えられた。そこで，本研究では保健学習の授業実践において小学校教員が感じている困
難感や授業実践の課題を調査分析する。
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1　研究の背景と目的
⑴　研究の背景
　文部科学省の「『生きる力』を育む小学校保健教育の
手引き」（2013）によると，保健教育は「『生きる力』を
子どもたちに身に付けるための強力なアプローチの一つ
となる。」としている。すなわち「子どもの『健やかな体』
の向上それ自体に貢献するばかりでなく，子ども自身が，
保健教育で身に付けた資質や能力を活用して，生涯にわ
たって主体的に健康や体力を保持増進するために，自ら
の課題について考え，行動することができる『確かな学
力』の育成を目指している。また，保健教育では，年齢
に伴う心の発達への理解，良好な人間関係の構築等の心
の健康，けがや病気のある他者を思いやる心の醸成など，
『豊かな心』の育成につながる指導の実践も求められる。」
とされている。したがって，保健教育を展開する教員へ
の期待も大きいと考えられる。
　しかし，保健教育は保健学習の時間に行われるが，実
際の教育現場では授業が体育の雨降り授業として位置づ
けられていたり，授業を行っていても，その授業内容は
教員が教科書を読み，語句や内容を説明したりするだけ
の受身の授業の場合が多いと感じられた。実際に保健学
習の授業を担当する担任教員に聞き取りを行うと，保健
学習は「資料が少なく，授業の準備が大変である」，「知
識がないので，詳しく説明できない」といった声が聞か
れた。特に，第４学年で行う保健学習「育ちゆく体とわ
たし」の授業実践については，｢性に関することなので，
実践しづらい｣，「何をどこまで説明してよいかわからな
い｣ といった意見が挙がった。
　そこで，保健教育を実効性のある『確かな学力』や『豊
かな心』の育成につながる科目として展開するために，
保健学習の授業を実践するにあたり教員が感じている困
難感や授業実践における課題を明確にする必要があると
考えた。問題を明確にすることで，その対応策が検討で
き，より充実した保健学習が展開できると考え，研究に
取り組んだ。
⑵　目的
　保健学習を実践するにあたり教員が感じている困難感
を明確にする。この結果を踏まえ，充実した保健教育の
授業開発へとつないでいくことを目的とする。
2　対象と方法
⑴　対象
　千葉県K町内の公立小学校３校の教員38名を対象と
した。
　調査は2017年７月に実施した。
⑵　方法
「保健学習に関するアンケート調査」を用いて無記名
自記式質問紙調査を行い，各項目（基本属性，保健学
習で実践しづらいと感じる授業単元・理由，第４学年
保健学習でやりづらいと感じる理由）を集計し，年代
や性別をもとに比較した。
3　結果と考察
⑴　基本属性
　調査を行った教員38名中33名（回答率86.8％）が回答
した。年代・性別に表すと，20代８名（男６名，女２名），
30代７名（男５名，女２名），40代３名（男２名，女１名），
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50代14名（男２名，女12名），年代・性別ともに未記入
が１名であった（図１）。
図１調査対象の年代・性別図１ 調 代・性別
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⑵保健学習で実践しづらいと感じる授業単元
第３学年から第６学年の保健学習について，実践し
づらいと感じるかを授業単元の小単元（文部科学省
2008）ごとに調査した（図２）。
　３年「けんこうな生活」では，
　　「①けんこうというたからもの」で８%（20代・男
２名）の教員が実践しづらいと「少し感じる」と回答し
たが，92%は感じないという回答であった。
　　「②けんこうによい１日の生活」では，全員が感じ
ないも他はあまり感じないと回答した。
　　「③体のせいけつとけんこう」では，17%（40代・
男女各１名，50代・女２名）が実践しづらいと「少し感
じる」と回答した。
　　「④けんこうによいかんきょう」では，８%（20代・
男１名，40代・女１名）が実践しづらいと「少し感じる」
と回答した。
　このことから第３学年においては，保健学習の授業実
践に関して担任は授業実践に対する困難感をあまり持っ
ていないことが示唆された。
　４年「育ちゆく体とわたし」では，
　　「①大きくなってきたわたし」で，４%（30代・女
１名）が実践しづらいと「感じ」，16%名（30代・男３名，
50代・女１名）が「少し感じる」と回答しており，計
20%が困難感を感じていた。
　　「②思春期にあらわれる変化１」では，16%（20代・
男２名，30代・女１名，50代・女１名）が「感じる」，
40% （20代・男４名，30代・男３名，50代・女３名）が「少
し感じる」と回答し，実践しづらいと感じる教員が半数
以上（56%）に増えた。
　　「③思春期にあらわれる変化２」では，実践しづら
いと「感じる」が16%（20代・男２名，30代・女１名，
50代・女１名）で，「少し感じる」が48%（20代・男２名，
30代・男５名，40代・男，50代・女４名）であり，合わ
せると，25名中16名（64％）が実践しづらさを感じてお
り，小単元別で最も多かった。
図２保健学習を小単元別に見た実践の困難感図２ 保健学習を小単元 た実践の困難感
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　「④よりよく育つための生活」では，８%（30代・男
女各１名）が実践しづらいと「少し感じ」ていた。
　このことより４年生になると小単元によっては，半数
以上の教員が困難感を感じるという結果であった。
　以上の結果より，特に４年生の保健学習の指導内容は，
思春期にあらわれる体の外側と内側の変化についての内
容であり，性に関することが中心となるため実践しづら
いと感じる教員が多くいた。
　これを年代別に見ると（図３），20代と30代の男性教
員の全員（100％）が，40代男性教員の半数（50％）が
授業のやりづらさを感じていた。一方で，50代男性は２
名ともやりづらさを感じていなかった。このことより，
性に関する指導のやりづらさを感じるか否かは教育経験
年数が一因であることを示唆している。
　一方，女性教員では，30代で半数（50％），50代では
５名（42％）が実践しづらさを感じていた。20代・40代
の女性教員は実践しづらさを感じておらず，特に規則性
を示唆する結果ではなかったが，調査人数が少ないため
今回の結果では判断が難しかった。
図３　第４学年保健学習において教員の年代および
性別で見た指導実践の困難感
図３ 第4学年保健学習 て教員の年代および
で見た指導実践の困難感
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　　５年「心の健康」では，
　　「①心の発達」で，８%（50代・女２名）が実践し
づらいと「感じ」，15%（20代・男２名，30代・男１名，
40代・女１名）が「少し感じ」ていた。
　　「②心と体のつながり」では，４%（50代・女１名）
が実践しづらいと「感じ」，38%（20代・男３名，30代・
男１名，40代・男女各１名，50代・女４名）が「少し感
じ」ていた。
　　「③不安やなやみがあるとき」では，４%（50代・女）
が実践しづらいと「感じ」，35%（20代・男４名，30代・
男１名，40代・女１名，50代・女２名，年齢性別不詳１
名）が「少し感じ」ていた。
　　５年「 けがの防止」では，
　　「①事故やけがの原因」で４%（50代・女１名）が
実践しづらいと「感じ」ていた。
　　「②学校や地域でのけがの防止」では，４%（50代・
女１名）が実践しづらいと「少し感じ」ていた。
　　「③交通事故の防止」では，４%（年齢性別不詳１名）
が実践しづらいと「少し感じ」ていた。
　　「④犯罪被害の防止」では，８%（20代・男１名，
年齢性別不詳１名）が実践しづらいと「少し感じ」ていた。
　　「⑤自然災害によるけがの防止」では，12％（30代・
男１名，50代・男１名，年齢性別不詳１名）が実践しづ
らいと「少し感じ」ていた。
　　「⑥けがの手当」では，４%（50代・女１名）が実
践しづらいと「感じ」，24%（20代・男２名，40代・男
１名，50代・男２名，50代・女１名）が「少し感じ」て
いた。
　以上の結果より，第５学年の指導では心の問題やけが
の手当などの専門性を必要とする教育テーマに指導の困
難感を感じていることが考えられた。
６年「病気の予防」では，
　　「①病気の起こり方」で， ４%（50代・女１名）が
実践しづらいと「感じ」，16%（20代・男２名，30代・
男１名，40代・男１名）が「少し感じ」ていた。
　　「②感染症の予防」では，４%（30代・女１名）が
実践しづらいと「感じ」，20%（20代・男女各１名，30代・
男１名，40代・男１名，50代・女１名）が「少し感じ」
ていた。
　　「③生活習慣病の予防１」では，４%（20代・男１名）
が実践しづらいと「感じ」，16%（30代・男１名，40代・
男１名，50代・女１名，年齢性別不詳１名）が「少し感
じ」ていた。
　　「④生活習慣病の予防２」では，４%（20代・男１名）
が実践しづらいと「感じ」，16%（30代・男１名，40代・
男１名，50代・女１名，年齢性別不詳１名）が「少し感
じ」ていた。
　　「⑤喫煙の害と健康」では，８%（20代・男１名，
年齢性別不詳１名）が実践しづらいと「感じ」，24％（20
代・女１名，30代・男２名，40代・女１名，50代・男女
各１名）が「少し感じ」ていた。
　　「⑥飲酒の害と健康」では，８%（20代・男１名，
年齢性別不詳１名）が実践しづらいと「感じ」，20%（30
代・男女各１名，40代・女１名，50代・男女各１名）が
「少し感じ」ていた。
　　「⑦薬物乱用の害と健康」では，16%（30代・女１名，
50代・女２名，年齢性別不詳１名）が実践しづらいと「感
じ」，28%（20代・男女各１名，30代・男１名，40代・
女１名，50代・男１名，50代・女２名）が「少し感じ」
ていた。
　　「⑧地域の保健活動」では，20％（20代・男２名，
30代・女１名，50代・男女各１名）が実践しづらいと「感
じ」，28％（20代・男１名，30代・男１名，40代・男女
各１名，50代・男女各１名，年齢性別不詳１名）が「少
し感じ」ていた。　
　以上の結果より，第６学年の単元では，健康に影響の
大きい飲酒，喫煙，薬物乱用に関する授業と地域の保健
活動に関する授業で困難感がある。これらの指導には専
門的知識が必要なことより，担任教員は専門性が高い授
業テーマに指導の困難感を持つことが示唆された。
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⑶　保健学習を実践しづらいと感じる理由
　実践しづらいと感じる理由を自由記述で記入してもら
い，領域ごとにまとめた（表１）。この結果，「思春期に
入る児童に体の成長の授業はやりづらい」といった【性
に関すること】が10件で１番多かった。
　次いで「一方的な講話になってしまう」，「児童の興味・
関心の持たせ方が難しい」などの【授業に関すること】
が９件，「自分に知識があまりない」，「専門的にくわし
く話すことが難しい」といった教員自身の【知識に関す
ること】が７件と多く挙げられた。
　他にも「資料が十分でない」，「準備が大変である」な
どの【資料に関すること】や「発育・発達に個人差があ
り，面白がる子がいる」といった【個人差に関すること】
なども挙がった。
　年代別にみると，20代・30代の教員では，【性に関す
ること】が多く，内容は，性的用語の説明や児童との対
応に実践しづらさを感じている。逆に50代教員では，【授
業に関すること】が多く，実際の保健学習の課題を挙げ
ている。
　30代・40代の教員の「資料を用意しにくい」，「準備が
大変である」からは，服務や仕事量が増えてきた年代の
特長が現れていると感じた。
　どの年代にも共通して，「知識不足」が挙げられており，
保健学習を実践するにあたり，自信がないことが伺えた。
　性別でみてみると，20代男性教員は，【性に関すること】
の「異性に対する指導がやりづらい」と挙げており，20
代女性教員とは異なっていた。異性への指導は，女性教
員より男性教員の方がやりづらいと感じていることが伺
えた。
表1保健学習を実践しづらいと感じる理由（自由記述）
表1 保健学習を実践しづらいと感じる理由（自由記述）
年代 領域 具体的な内容 （ ●：男 ◯：女 △：性別不明 ）
件
数
20代
性
●思春期に入る児童に体の成長の授業を行うのは，少しやりづらい。
●異性に対する指導がやりづらい。・・・同一意見２件
●性に関するものが多いから。・・・同一意見２件
５
知識
●知識不足
◯知識が少ないため，詳しく伝えることが難しい。 ２
授業 ●心や精神を扱うものは，具体的事例や症状を出しづらい。 １
資料 ０
個人差 ０
30代
性
●思春期にあらわれる体の変化については，性的用語が入っているため，少し実践しづらい。
●子どもの中には，言葉一つ一つに反応する子がいるのでやりにくい。
◯性に関することは，児童の反応や授業を進行するのにハードルのように感じる。
３
知識 ●思春期の女子の指導は，経験していないので難しい。 １
授業 ◯たばこ・お酒に関して，保護者が飲酒・喫煙をしていることがあるので，言い方に気をつける。 １
資料 ◯資料を用意しにくい。 １
個人差 ●心について，人それぞれになると指導がしにくい。 １
40代
性 ０
知識 ●自分に知識があまりない。 １
授業 ◯心の問題は，表面的な学習にならないようにするのが難しい。 １
資料 ●資料が十分でない。ダウンロード等，準備が大変である。 １
個人差 ０
50代
性
◯高学年になると体の変化が大きく，性への悩みも増えてくると思う。
◯特に男子が，ニヤニヤしながら面白半分にとりくむため。 ２
知識
◯地域の保健活動を十分に理解していないため。
◯専門的にくわしく話すことが少し難しい。・・・同一意見２件 ３
授業
●一方的な講和になってしまう。調べ学習で終わってしまい，授業がおもしろくない。
◯特別支援学級の児童が交流学級の保健学習で，お客様状態になっている。
◯児童の興味・関心の持たせ方が難しい。
◯興味本位で終わらせず，男女の体の変化の違いを理解させ，お互いを認め合い，助け合い
意識できるようにする点が難しい。
◯薬物について，子どもの意識があまりなく，ピンとこない。
５
資料 ０
個人差
◯心の健康や児童の内面についてはわかりづらいし，個人差もあるため，実践しづらい。
◯個々の家庭問題がある。
◯発育の個人差への配慮。
３
不詳 授業 △害や被害が児童にしっかり伝わっているか，「こわいな」だけで終わっていないかと考えてしまうから。 １
表1 保健学習を実践しづらいと感じる理由（自由記述）
年代 領域 具体的な内容 （ ●：男 ◯：女 △：性別不明 ）
件
数
20代
性
●思春期に入る児童に体の成長の授業を行うのは，少しやりづらい。
●異性に対する指導がやりづらい。・・・同一意見２件
●性に関するものが多いから。・・・同一意見２件
５
知識
●知識不足
◯知識が少ないため，詳しく伝えることが難しい。 ２
授業 心や精神を扱うものは，具体的事例や症状を出しづらい。 １
資料 ０
個人差 ０
30代
性
●思春期にあらわれる体の変化については，性的用語が入っているため，少し実践しづらい。
●子どもの中には，言葉一つ一つに反応する子がいるのでやりにくい。
◯性に関することは，児童の反応や授業を進行するのにハードルのように感じる。
３
知識 ●思春期の女子の指導は，経験していないので難しい。 １
授業 たばこ・お酒に関して，保護者が飲酒・喫煙をしていることがあるので，言い方に気をつける。 １
資料 ◯資料を用意しにくい。 １
個人差 ●心について，人それぞれになると指導がしにくい。 １
40代
性 ０
知識 ●自分に知識があまりない。
授業 ◯心の問題は，表面的な学習にならないようにするのが難しい。
資料 ●資料が十分でない。ダウンロード等，準備が大変である。 １
個人差 ０
50代
性
◯高学年になると体の変化が大きく，性への悩みも増えてくると思う。
◯特に男子が，ニヤニヤしながら面白半分にとりくむため。 ２
知識
◯地域の保健活動を十分に理解していないため。
◯専門的にくわしく話すことが少し難しい。・・・同一意見２件 ３
授業
●一方的な講和になってしまう。調べ学習で終わってしまい，授業がおもしろくない。
特別支援学級の児童が交流学級の保健学習で，お客様状態になっている。
◯児童の興味・関心の持たせ方が難しい。
◯興味本位で終わらせず，男女の体の変化の違いを理解させ，お互いを認め合い，助け合い
意識できるようにする点が難しい。
◯薬物について，子どもの意識があまりなく，ピンとこない。
５
資料 ０
個人差
心の健康や児童の内面についてはわかりづらいし，個人差もあるため，実践しづらい。
◯個々の家庭問題がある。
◯発育の個人差への配慮。
３
不詳 授業 △害や被害が児童にしっかり伝わっているか，「こわいな」だけで終わっていないかと考えてしまうから。 １
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⑷　第４学年保健学習をやりづらいと感じる理由
　保健学習のうち最も実践しづらいと感じている「４年　
育ちゆく体とわたし」について，授業を実践したことが
ある教員に，やりづらさや課題を項目ごとに聞いた（図
４）。
　１番多かった項目は，「⑥どこまで説明すべきか」わ
からないで，回答者の79％が課題だと感じていた。
　次に，「③専門用語の説明」が74％で多く，「②授業の
展開の仕方」と「④性に関する言語の説明」と「⑩自分
に専門的知識がない」が69％であった。
　「⑤異性の児童への説明」，「⑦終わりのまとめ方」，「⑪
児童の知識理解が乏しい」は63％であった。
　やりづらい点や困った点の自由記述には，「専門用語
の説明が難しい」，「異性の児童への指導が難しい」，「テ
ストを行った際，用語が難しく，結構，誤答していた」，
「子どもたちがはずかしがっていて困った」などが挙げ
られた（表２）。
　この結果から，思春期を迎えつつある子どもへの指導
のあり方に関する困り感と教員の専門知識不足に関する
困り感が多いことが示された。特に20～40代の男性教員
は異性の子どもへの指導上の対応に戸惑いがあることが
示された。
図４　やりづらいと感じる項目　N=19図4 やりづらいと感じる項目 N=19
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①導入の仕方
②授業の展開の仕方
③専門用語の説明
④性に関する言語の説明
⑤異性の児童への説明
⑥どこまで説明すべきか
⑦終わりのまとめ方
⑧評価の仕方
⑨保護者への連絡
⑩自分に専門的知識がない
⑪児童の知識理解が乏しい
⑫行動に結びついていない
感じる 少し感じる あまり感じない 感じない
保健学習を行うにあたり小学校教員が感じる困難感
表２　やりづらい点・困った点
表2 やりづらい点・困った点
年代 具体的な内容 （ ●：男 ◯：女 △：性別不明 ）
20代 ●ふざけて捉えてしまう児童が多かった。
30代
●専門用語の説明が難しい。
●異性の児童への指導が難しい。
◯子どもたちがはずかしがっていて困った。
◯テストを行った際，用語が難しく，結構誤答していた。
◯用語が覚えにくい上にそんなに指導時数がとれないので，身につくまでにはいかなかった。
40代
●体の発育には個人差があること。
●誰にでもおきていることを押さえる努力はしている。
●初経や精通のあたりの説明がうまくいかない。
●どこまで説明すべきかわからない。
◯若い頃，性教育の研究をやっていたので抵抗はないが，若い先生は，性に関する言語や子ども
への発問は抵抗があると思う。
表2 やりづらい点・困った点
年 具体的な内容 （ ●：男 ◯：女 △：性別不明 ）
20代 ●ふざけて捉えてしまう児童が多かった。
30代
●専門用語の説明が難しい。
●異性の児童への指導が難しい。
◯子どもたちがはずかしがっていて困った。
テストを行った際，用語が難しく，結構誤答して た。
◯用語が覚えにくい上にそんなに指導時数がとれないので，身につくまでにはいかなかった。
40代
●体の発育には個人差があること。
●誰にでもおきていることを押さえる努力はしている。
●初経や精通のあたりの説明がうまくいかない。
●どこまで説明すべきかわからな 。
◯若い頃，性教育の研究をやっていたので抵抗はないが，若い先生は，性に関する言語や子ども
への発問は抵抗があると思う。
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　今回，小学校教員が保健学習を行うにあたり感じてい
る困難感を調査し，保健教育は「資料が少なく，授業の
準備が大変である」，「知識がないので，詳しく説明でき
ない」という困り感を抱いていることが示された。とく
に，第４学年で行う保健学習「育ちゆく体とわたし」の
授業実践については，｢性に関することなので，実践し
づらい｣，「何をどこまで説明してよいかわからない｣ と
いった意見が挙がった。日本性教育協会も学習指導要領
に指導のねらいや内容が明示されてないことや具体性を
欠いているため，指導の方向や内容の選択に的確性を欠
くような傾向が見られ，そのままパターン化している状
況もあることを指摘している（1993年）。本調査結果も
これらの指摘を裏付けるものであり，いまだにこの状態
が改善されること無く続いていることが示唆された。
　さらに，専門的知識内容の教育の実施には，教科書お
よびその指導解説書のみでは不十分であり（戸田ら2015，
新しい保健編集委員会編2015），教育活動を支援する具
体的な指導案を含む教材や資料の必要性が示唆される結
果であった。
４　まとめ
　今回の調査より小学校の教育現場では教員がさまざま
な困り感を抱えて保健教育に取り組んでいることが示唆
された。保健教育は子どもたちの確かな学力や豊かな心
の育成に資する教育として位置づけられていることより，
担任教員が持つ困り感を解消する教育的支援のあり方を
検討する必要がある。今後，健康に関する専門職として
学校に籍を置く養護教諭の立場から上記に関する研究を
進めたい。
５　謝辞
　実態調査や授業でご協力いただいた小学校の先生方に
心から感謝申し上げます。
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